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平成21年度の決算を認定平成21年度の決算を認定

　

９
月
定
例
会
で
は
、
平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
決
算

を
は
じ
め
、
各
特
別
会
計
の
決
算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
審
査
を
行
い
16
日
の
本
会
議

で
各
会
計
と
も
そ
れ
ぞ
れ
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
定
例
会

耐震補強・大規模改造工事が行われた中野小学校

一般会計歳出総額84億9,413万円
町税収入37億7,167万円（歳入総額の42.2％）

　

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
決

算
額
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て

歳
入
が
15
億
２
６
１
１
万
円
の

大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
。
繰
入

金
、
国
庫
支
出
金
、
地
方
交
付

税
等
が
大
幅
に
増
加
し
た
一
方
、

町
税
、
繰
越
金
、
自
動
車
取
得

税
交
付
金
等
は
減
と
な
り
ま
し

た
。
繰
入
金
の
増
は
、
庁
舎
建

設
基
金
条
例
の
廃
止
に
よ
る
繰

入
れ
、
国
庫
支
出
金
の
増
は
、

定
額
給
付
金
給
付
事
業
費
補
助

金
、
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金
等
の
新
設
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

町
税
収
入
は
、
37
億
７
１
６

７
万
円
で
あ
り
、
歳
入
総
額
の

42
・
２
％
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
町
税
に
つ
い
て
は
、
平
成

21
年
度
も
多
額
の
不
納
欠
損
処

理
が
行
わ
れ
、収
入
未
済
額
も
、

前
年
度
よ
り
９
２
８
万
円
増
加

し
ま
し
た
。
税
は
貴
重
な
収
入

源
で
あ
り
、
そ
の
滞
納
は
、
毎

年
繰
り
返
し
意
見
書
で
述
べ
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
住
民
の
税

負
担
の
不
公
平
感
に
つ
な
が
る
、

極
め
て
重
大
な
問
題
で
す
。
平

成
21
年
度
に
お
い
て
は
、
管
理

職
に
よ
る
徴
収
チ
ー
ム
の
編
成

や
収
納
の
た
め
の
特
別
窓
口
の

開
設
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
努
力

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

努
力
を
継
続
し
な
が
ら
、
徴
収

率
の
向
上
に
向
け
、
な
お
一
層

取
り
組
み
を
強
め
ら
れ
る
よ
う

要
望
い
た
し
ま
す
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
予
算
現

額
88
億
２
８
８
８
万
円
に
対
し
、

決
算
額
は
84
億
９
４
１
４
万
円

で
、
執
行
率
は
96
・
２
％
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
は
、
前
年
度
比

56
・
２
％
の
増
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
平
成
21
年
度
の
事
業
と

し
て
は
、
中
野
小
学
校
耐
震
補

強
・
大
規
模
改
造
工
事
、
町
道

幹
線
６
号
線
整
備
事
業
な
ど
に
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東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整

備
組
合
の
規
約
変
更

　

組
合
議
員
の
定
数
削
減
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

邑
楽
町
税
条
例
の
改
正

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

町
道
の
路
線
認
定
及
び
廃
止

　

鶉
土
地
区
画
整
理
事
業
等
に

よ
り
、
町
道
の
路
線
認
定
及
び

廃
止
を
し
ま
し
た
。

【
報
告
】

平
成
21
年
度
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き

健
全
化
判
断
比
率
等
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

【
人
事
案
件
】

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

法
務
大
臣
か
ら
、
３
年
の
任

期
で
委
嘱
さ
れ
て
い
る
委
員
３

人
の
う
ち
、岩
﨑
公
珍
さ
ん（
秋

妻
）・
堀
越
菊
太
郎
さ
ん（
赤
堀
）

が
、
平
成
22
年
12
月
末
に
任
期

満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
両
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
の

意
見
を
求
め
ら
れ
、
同
意
し
ま

し
た
。

公
平
委
員
の
選
任

　

平
成
22
年
９
月
15
日
で
任
期

満
了
と
な
る
公
平
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
、橋
本
康
正
さ
ん（
赤

堀
）
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任

　

平
成
22
年
９
月
21
日
で
任
期

満
了
と
な
る
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
中

村　

晃
さ
ん（
赤
堀
）を
再
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

【
契
約
の
締
結
】

邑
楽
町
立
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
新
築
工
事

（
建
築
工
事
）

契
約
金
額（
消
費
税
込
）

５
億
３
５
５
０
万
円

契
約
の
相
手
方

邑
楽
町
赤
堀

株
式
会
社
徳
川
組

取
り
組
み
、
継
続
的
事
業
と
し

て
は
、
町
道
整
備
事
業
、
用
悪

水
路
の
改
修
事
業
、
公
園
整
備

事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
等

の
生
活
環
境
整
備
事
業
を
始
め
、

第
五
次
総
合
計
画
で
計
画
さ
れ

た
諸
事
業
の
推
進
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

経
常
的
事
業
に
つ
い
て
も
、

広
範
囲
に
わ
た
る
事
務
事
業
を

推
進
し
、
環
境
保
全
・
住
民
福

祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
の
財
政
状
況
の

概
要
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
と

お
り
で
あ
り
、
堅
実
な
財
政
運

営
に
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。
実
質
単
年
度

収
支
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
義
務
的

経
費
の
う
ち
、
人
件
費
及
び
公

債
費
は
着
実
に
減
少
を
続
け
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
も
町

税
等
の
落
ち
込
み
の
回
復
に
は

相
当
の
期
間
を
要
す
る
と
見
ら

れ
、
そ
の
一
方
で
扶
助
費
を
中

心
に
財
政
需
要
が
ま
す
ま
す
増

大
し
て
い
く
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
引
き
続
き
、
各
事
業
運
営

の
効
率
化
を
よ
り
一
層
推
進
さ

れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設
や

町
有
設
備
に
つ
い
て
は
、
限
ら

れ
た
予
算
の
中
で
、
重
要
度
や

緊
急
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
年

次
的
・
計
画
的
に
整
備
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
庁
内
外
の
合

意
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
か
れ
る
よ
う
要
望
し

ま
す
。

　

な
お
、
予
算
・
職
員
数
と
も

に
減
少
傾
向
に
あ
る
今
日
、
限

ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に
生
か

す
た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
の

職
員
の
力
量
を
よ
り
高
め
て
い

く
こ
と
が
、
極
め
て
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
組
織

を
簡
素
化
し
、
効
率
的
な
事
務

事
業
の
執
行
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
も
、

管
理
職
を
中
心
に
全
庁
で
情
報

を
共
有
し
、
長
期
的
・
計
画
的

な
人
材
育
成
と
活
用
の
方
法
を

研
究
・
検
討
し
な
が
ら
、
積
極

的
に
改
善
の
取
り
組
み
を
強
め

る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立

を
支
援
す
る
な
ど
、
よ
り
住
民

が
参
加
す
る
行
政
運
営
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
、
十
分
な
検
討

を
加
え
ら
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。

（
決
算
審
査
意
見
書
抜
粋
）

■平成21年度決算額

会　　計　　別 歳 入 総 額 歳 出 総 額 差　引　額
一 般 会 計 89億3,061万1,474円 84億9,413万6,358円 4億3,647万5,116円
国民健康保険特別会計 31億1,179万6,437円 27億8,469万6,805円 3億2,709万9,632円
老 人 保 健 特 別 会 計 3,865万1,729円 2,961万5,275円 903万6,454円
後期高齢者医療特別会計 1億7,973万7,712円 1億7,750万8,966円 222万8,746円
介 護 保 険 特 別 会 計 14億2,481万5,997円 14億0,587万3,547円 1,894万2,450円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 3億9,609万0,734円 3億7,493万0,964円 2,115万9,770円
学校給食事業特別会計 6億4,520万0,861円 2億4,984万6,964円 3億9,535万3,897円

水 道 事 業 会 計 5億0,135万3,109円 4億6,960万5,590円 3,174万7,519円
（当年度純利益）

９
月
定
例
会

可
決
さ
れ
た
議
案
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（
機
械
設
備
工
事
）

契
約
金
額（
消
費
税
込
）

１
億
７
０
１
０
万
円

契
約
の
相
手
方

前
橋
市
古
市
町

三
洋
電
機
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

【
決
議
案
】

邑
楽
町
長
の
問
責
決
議
案

　

邑
楽
町
長
の
問
責
決
議
案
が

提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

（
電
気
設
備
工
事
）

契
約
金
額（
消
費
税
込
）

５
４
８
１
万
円

契
約
の
相
手
方

桐
生
市
広
沢
町

三
興
電
気
株
式
会
社

９月定例会
■平成22年度補正予算額

会　　計　　別 予 算 現 額 補 正 額 予 算 総 額
一 般 会 計 69億8,143万円 6億1,862万円 76億0,005万円
国民健康保険特別会計 29億0,490万円 2億5,907万円 31億6,397万円
後期高齢者医療特別会計 2億0,968万円 223万円 2億1,191万円
介 護 保 険 特 別 会 計 14億2,392万円 1,954万円 14億4,346万円
下水道事業特別会計 3億4,074万円 2,106万円 3億6,180万円
学校給食事業特別会計 2億3,684万円 1,638万円 2億5,322万円

水 道 事 業
会 　 計

収益的収入 5億2,570万円 672万円 5億3,242万円
収益的支出 5億1,880万円 36万円 5億1,916万円
資本的支出 2億8,811万円 10万円 2億8,821万円

平成22年度　一般会計補正予算　採決

○賛成票
　小島陸夫議員　田部井健二議員　山田晶子議員　岩﨑律夫議員
　加藤和久議員　小島幸典議員　立沢稔夫議員　細谷博之議員

×反対票
　遠藤幸夫議員　大野貞夫議員　小沢泰治議員　小倉　修議員
　横山英雄議員　本間恵治議員　石井悦雄議員

記名投票

Ｑ＆Ａ

決
算
の
主
な
質
疑（
要
旨
）

　

一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
の
決
算
に
あ
た
り
、
一

年
間
事
業
を
行
っ
た
行
政
効
果
な
ど
、
ど
れ
だ
け
成

果
が
あ
っ
た
か
を
中
心
に
、
議
会
で
質
疑
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
以
下
は
、
抽
出
し
た
項
目
の
要
旨
で
す
。

Q　

横
山
英
雄
議
員　

邑
楽
町

公
民
館
に
洋
式
ト
イ
レ
は
何
器

あ
る
か
。

A　

生
涯
学
習
課
長　

身
障
者

用
の
ト
イ
レ
が
一
器
あ
る
。

Q　

横
山
英
雄
議
員　

今
の
こ

の
時
代
に
、
何
故
、
洋
式
ト
イ

レ
を
設
置
し
な
い
の
か
。

A　

町
長　

予
算
の
関
係
も
あ

る
が
前
に
進
め
て
い
き
た
い
。

Q　

大
野
貞
夫
議
員　

学
校
施

設
の
整
備
事
業
で
の
ト
イ
レ
洋

式
化
へ
の
改
修
、
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

A　

学
校
教
育
課
長　

和
式
・

洋
式
、
約
半
々
に
な
っ
た
と
考

え
て
い
る
。
全
て
を
洋
式
ト
イ

レ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

Q　

遠
藤
幸
夫
議
員　

平
成
21 

年
度
の
中
学
生
国
際
交
流
事
業

は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

よ
り
中
止
と
な
っ
た
。
平
成
22

年
度
も
予
算
に
計
上
さ
れ
な

か
っ
た
。
今
後
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

A　

町
長　

今
後
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

Q　

本
間
恵
治
議
員　

邑
の
映

画
会
を
小
学
校
の
体
育
館
で
何

決
算
質
疑
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石
井
悦
雄
議
員　

教
育
委
員
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

方
々
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が

出
さ
れ
た
。
確
認
の
意
味
で
、

そ
れ
は
27
日
の
日
、
当
人
か
ら

取
り
下
げ
て
い
た
だ
き
た
い
旨

の
発
言
が
あ
っ
た
が
、
誠
か
ど

う
か
。

町
長　

お
願
い
す
る
予
定
者
か

ら
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

石
井
悦
雄
議
員　

中
野
小
の

プ
ー
ル
が
老
朽
化
し
改
修
さ
れ

た
が
、
見
て
み
る
と
木
の
葉
が

落
ち
、
時
期
に
よ
っ
て
は
ア
メ

ヒ
ト
も
落
ち
る
よ
う
だ
。
環
境

的
に
良
く
な
い
。
長
柄
小
プ
ー

ル
も
同
じ
時
期
の
建
設
で
あ

る
。
子
ど
も
の
た
め
に
大
人
が

我
慢
し
て
、
ぜ
ひ
新
し
い
プ
ー

ル
の
建
設
に
向
け
て
計
画
を
立

て
て
欲
し
い
。

町
長　

中
野
小
プ
ー
ル
、
加
え

て
長
柄
小
プ
ー
ル
も
そ
れ
ぞ
れ

が
幼
稚
園
の
敷
地
内
に
あ
る
。

建
設
年
が
同
時
期
と
い
う
こ
と

で
、
大
変
漏
水
等
も
あ
り
、
老

朽
化
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
旧
役
場
跡
地
の
利
用

計
画
の
中
で
、
財
産
が
教
育
財

産
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
を
戻

す
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

最
終
的
に
は
プ
ー
ル
の
建
設
が

一
番
妥
当
性
が
あ
る
と
思
う
。

石
井
悦
雄
議
員　

今
年
は
本
当

に
異
常
気
象
で
あ
る
。
救
急
車

で
搬
送
さ
れ
た
方
が
邑
楽
町
で

21
名
、
館
林
で
日
本
一
に
記
録

さ
れ
た
温
度
が
14
回
あ
っ
た
よ

う
だ
。
真
夏
日
と
い
わ
れ
る
30

度
以
上
の
日
が
73
回
、
猛
暑

日
「
35
度
」
以
上
が
34
日
記
録

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
館
林
市

に
お
い
て
は
児
童
・
生
徒
の
た

め
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
よ
う

だ
。
館
林
市
と
そ
ん
な
に
差
は

な
い
当
町
に
と
っ
て
、
大
き
な

財
産
で
あ
り
、
宝
で
あ
る
お
子

さ
ん
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
こ
れ
は

取
り
入
れ
て
欲
し
い
。

　

一
般
質
問
は
、
９
月
８
日
及
び
９
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
の
行
政
事
務
な
ど
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
た
だ
し
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
育
問
題
に
つ
い
て

教
育
問
題
に
つ
い
て

の
危
機
感
も
無
く
行
い
、
片
や

中
学
生
国
際
交
流
は
中
止
。
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
し

て
対
応
に
矛
盾
が
あ
る
の
で
は
。

A　

町
長　

時
期
の
問
題
も
あ

る
。
映
画
会
は
11
月
で
あ
り
、

国
際
交
流
は
そ
の
半
年
前
で

あ
っ
た
。

Q　

石
井
悦
雄
議
員　

国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
の
残
金
額
が

大
き
す
ぎ
る
の
で
は
。

A　

町
長　

医
療
給
付
の
支
出

は
乱
高
下
が
激
し
く
、
内
部
留

保
は
必
要
で
あ
る
。

Q　

小
倉
修
議
員　

国
保
特
別

会
計
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
や
滞
納
額
の
増
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
約
２
億
４
０
０
０

万
円
の
繰
り
越
し
が
あ
り
、
予

算
の
見
通
し
が
甘
い
の
で
は
。

A　

町
長　

前
期
高
齢
者
の

交
付
金
が
前
年
度
に
対
し
て

２
４
３
％
増
に
な
っ
た
結
果
。

今
後
の
推
移
を
見
守
っ
て
い
き

た
い
。
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REST ROOM

休憩室

福 島 　 健
（前原・４区）

10年を振り返り

横
山
英
雄
議
員　

町
長
に
な
っ

て
２
年
９
カ
月
。
ゴ
ロ
ピ
カ
リ

で
地
産
地
消
は
よ
い
の
か
。

町
長　

あ
さ
ひ
の
夢
の
作
付
面

積
が
多
い
。
食
味
も
収
量
も
よ

い
。
状
況
が
変
わ
れ
ば
ゴ
ロ
ピ

カ
リ
に
限
ら
ず
品
種
も
変
わ
る
。

横
山
英
雄
議
員　

全
町
民
に
食

べ
て
い
た
だ
く
。
２
５
０
ha
・

２
万
俵
。
農
家
の
方
は
、
金
子

さ
ん
が
町
長
に
な
れ
ば
米
が
高

く
売
れ
る
と
一
生
懸
命
応
援
し

た
。
給
食
セ
ン
タ
ー
で
使
う
の

が
地
産
地
消
か
。
話
が
全
然
違

う
。
う
ち
の
米
を
い
つ
買
っ
て

く
れ
る
の
か
と
言
わ
れ
た
こ
と

は
な
い
か
。

町
長　

具
体
的
に
伺
っ
て
い
な

い
。
１
万
８
０
０
０
円
で
買
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
話
は

し
た
。

横
山
英
雄
議
員　

鞍
掛
工
業
団

地
と
国
道
３
５
４
を
結
ぶ
道
路

に
信
号
機
が
つ
い
た
が
、
こ
の

道
路
は
ま
だ
測
量
だ
け
で
地
権

者
と
の
交
渉
も
行
わ
れ
て
い
な

い
。
何
年
か
か
る
の
か
。
ま
た
、

協
力
が
得
ら
れ
る
の
か
。

町
長　

問
題
は
費
用
。
町
の
財

政
負
担
は
大
変
な
こ
と
だ
。
国
・

県
の
事
業
認
定
が
得
ら
れ
れ
ば
、

半
分
位
で
済
む
。
単
年
度
事
業

町
政
全
般
に
つ
い
て

町
政
全
般
に
つ
い
て

今
後
十
分
検
討

町
長　

館
林
市
の
検
討
に
つ
い

て
は
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
た
。

確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
来
年
度

以
降
検
討
す
る
よ
う
だ
。
全
教

室
に
と
な
る
と
、
何
億
も
の
お

金
が
必
要
に
な
る
。
す
ぐ
に
や

る
、
や
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
言
明
出
来
な
い
。
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
は
十
分
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

石
井
悦
雄
議
員　

教
育
長
が
不

在
で
あ
る
か
ら
、
町
長
が
真
剣

に
な
っ
て
子
ど
も
の
環
境
を
よ

く
す
る
の
に
、
町
民
の
方
々
は

無
駄
使
い
だ
な
ん
て
決
し
て
言

わ
な
い
と
思
う
。
自
信
を
も
っ

て
や
っ
て
欲
し
い
。

町
長　

そ
の
よ
う
な
状
況
に

な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
議
員
の
皆
さ

ん
方
に
も
ご
指
導
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

石
井
悦
雄
議
員　

有
効
利
用
、

有
効
活
用
と
い
う
か
、
今
少
子

化
が
進
む
中
で
、
空
き
教
室
が

あ
る
。
空
き
教
室
の
利
用
は
。

町
長　

小
・
中
学
校
に
空
き
教

室
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
現

在
、
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
教
室
に
つ
い
て
の

使
用
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

少
人
数
学
級
で
あ
る
と
か
、
会

議
・
学
習
室
と
い
う
こ
と
で
、

現
在
は
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
空
き
教
室
が
多
く
増
え
た

場
合
の
利
用
は
老
人
福
祉
と
い

う
具
体
的
な
意
見
も
あ
っ
た

が
、
少
子
化
が
進
ん
で
い
く
中

で
、
有
効
活
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

そ
の
他
の
一
般
質
問

◎
財
政
の
運
用
に
つ
い
て

◎
土
木
行
政
に
つ
い
て

　

私
は
平
成
12
年
８
月
に
邑
楽
町
に
転
居
し
て

き
ま
し
た
。
長
男
が
５
歳
、
次
男
が
２
歳
の
時

で
す
。
理
由
は
、
長
男
は
気
管
支
が
弱
く
、
少

し
で
も
空
気
の
良
い
所
で
と
思
い
考
え
た
末
上

司
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
群
馬
は
ど
う
だ
」

と
い
う
こ
と
で
転
勤
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

幸
い
に
も
長
男
も
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
大
き
な

病
気
も
せ
ず
、元
気
に
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　

次
男
で
す
が
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来

事
が
あ
り
ま
す
。
引
っ
越
し
て
き
た
日
、
多
分

生
ま
れ
て
初
め
て
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
大
き
な

カ
ミ
ナ
リ
に
驚
き
、
妻
の
周
り
を
泣
き
叫
び
な

が
ら
グ
ル
グ
ル
廻
っ
て
い
ま
し
た（
笑
）。
そ
ん

な
次
男
も
小
３
か
ら
野
球
を
始
め
ま
し
た
。
最

初
は
心
配
も
し
ま
し
た
が
、
監
督
や
コ
ー
チ
の

熱
心
な
指
導
の
お
か
げ
で
、
最
終
学
年
の
今
年

は
県
大
会
に
３
回
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、
県

ベ
ス
ト
８
の
成
績
を
残
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

邑
楽
町
に
来
て
、
10
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

家
族
皆
、
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
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REST ROOM

休憩室

中 安 晴 子
（十三坊塚・６区）

家庭菜園に挑戦

い
。
突
然
、
断
ら
れ
た
。
誰
も

が
「
何
だ
や
つ
は
。
こ
ん
な
非

常
識
か
。」
と
思
っ
た
だ
ろ
う
。

20
日
に
や
る
と
言
っ
て
お
い
て
、

一
週
間
後
に
断
っ
て
き
た
と
、

そ
う
い
う
こ
と
を
議
員
に
報
告

し
た
。
27
日
に
断
ら
れ
た
。
間

違
い
な
い
か
。

町
長　

電
話
と
い
う
こ
と
で
申

し
上
げ
た
が
、
そ
れ
は
訂
正
し

で
は
な
く
、
２
・
３
年
の
継
続

事
業
で
あ
れ
ば
可
能
だ
。

横
山
英
雄
議
員　

助
成
が
あ
れ

ば
と
い
う
が
買
収
は
ま
だ
進
ん

で
い
な
い
。
本
当
に
や
る
気
が

あ
る
の
か
。鋭

意
努
力

町
長　

事
業
認
定
が
先
だ
。
鋭

意
努
力
を
重
ね
て
い
く
。

横
山
英
雄
議
員　

教
育
委
員
の

任
命
に
つ
い
て
、
予
定
議
案
の

取
り
や
め
の
経
過
報
告
書
が
各

議
員
に
配
付
さ
れ
、「
８
月
20
日

教
育
委
員
の
任
命
予
定
者
に
再

度
依
頼
し
了
解
を
得
る
。」
と
あ

る
。
27
日
の
全
協
で
、
電
話
で

予
定
者
よ
り
取
り
下
げ
の
申
し

出
を
受
け
た
と
答
え
た
が
間
違

い
な
い
か
。

町
長　

８
月
24
日
に
電
話
を
い

た
だ
い
た
。
内
容
が
複
雑
な
の

で
お
邪
魔
し
た
。
取
り
下
げ
の

話
も
出
た
が
、
私
は
す
で
に
全

協
や
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に

報
告
し
て
お
り
、
27
日
の
朝
も

電
話
で
は
な
く
お
邪
魔
し
て
、

ぜ
ひ
と
お
願
い
し
た
が
、
予
定

者
本
人
の
申
し
出
が
強
い
の
で
、

そ
れ
を
受
け
た
。

横
山
英
雄
議
員　

先
ほ
ど
、
石

井
議
員
か
ら
、「
う
そ
は
つ
い
て

い
な
い
の
か
」
と
念
押
し
さ
れ

た
。
27
日
に
電
話
で
断
ら
れ
た

と
言
っ
た
。
20
日
か
ら
27
日
ま

で
の
経
過
に
は
何
の
報
告
も
な

　

今
年
の
夏
は
、
連
日
35
度
を
超
す
猛
暑
で
、

夕
方
に
な
っ
て
も
気
温
が
下
が
ら
ず
、
息
苦
し

さ
を
感
じ
る
程
で
し
た
。
町
の
広
報
で
も
熱
中

症
予
防
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
さ
れ
、
一
日
一
日

が
暑
さ
と
の
闘
い
で
し
た
。

　

今
年
も
南
窓
側
に
ゴ
ー
ヤ
ー
を
植
え
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
に
し
ま
し
た
。
白
い
ゴ
ー
ヤ
ー
と
緑

の
ゴ
ー
ヤ
ー
の
苗
が
育
ち
、
暑
い
日
差
し
を

遮
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
白
い
ゴ
ー
ヤ
ー
は
苦
み

が
少
な
い
の
で
サ
ラ
ダ
に
、
緑
の
ゴ
ー
ヤ
ー
は

佃
煮
に
し
て
と
、
大
い
に
食
卓
を
賑
わ
せ
ま
し

た
。

　

最
近
、
夫
婦
で
家
庭
菜
園
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
ま
す
。
経
験
・
知
識
な
し
で
畝う
ね

作
り
か
ら

始
め
る
一
年
生
で
す
。白
菜
・
大
根
・
か
ぶ
等
々
、

ど
う
な
る
か
判
ら
な
い
ま
ま
に
、
豊
か
な
実
り

を
夢
に
鍬く

わ

を
振
り
ま
わ
し
て
い
ま
す
。

　

四
季
が
は
っ
き
り
し
て

い
て
、
草
花
が
好
き
な
私

に
は
、
こ
の
邑
楽
町
が
気

に
入
っ
て
い
ま
す
。
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を
、
区
長
や
土
木
委
員
か
ら
話

を
聞
い
て
な
い
が
、
ど
の
よ
う

な
思
い
で
受
け
止
め
て
い
る
と

思
う
の
か
聞
き
た
い
。

町
長　

仮
定
と
い
う
こ
と
の
話

な
の
で
、
お
答
え
で
き
な
い
。

本
間
恵
治
議
員　

邑
楽
町
で
は

今
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
道
路
を

拡
げ
て
き
た
。
た
く
さ
ん
の
協

力
が
あ
っ
て
、
み
ん
な
大
過
な

く
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た

と
思
う
。
そ
の
人
た
ち
の
気
持

ち
と
強
制
執
行
に
移
る
段
階
の

予
算
を
と
っ
て
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
基
準
が
あ
る
の
か
。

町
長　

特
に
基
準
は
な
い
と
思

う
。
協
力
を
い
た
だ
く
、
同
意

を
い
た
だ
く
中
で
ど
う
し
て
も

協
力
い
た
だ
け
な
い
と
い
う
部

町道幹線19号線

本
当
か
。

町
長　

意
志
が
固
く
、
私
自
身

が
そ
の
申
し
出
を
受
け
た
。

横
山
英
雄
議
員　

本
人
は
前

も
っ
て
断
っ
て
い
る
。
27
日
で

は
な
い
。
議
場
で
う
そ
を
つ
い

て
い
る
。

町
長　

27
日
の
朝
お
邪
魔
し
た

が
申
し
出
が
強
か
っ
た
。
行
っ

た
の
が
27
日
と
い
う
こ
と
だ
。

本
間
恵
治
議
員　

町
長
は
当
初
、

話
し
合
い
に
よ
る
円
満
な
解
決

を
あ
く
ま
で
も
強
調
し
た
が
、

強
制
執
行
へ
向
け
て
の
事
業
認

定
図
書
策
定
委
託
料
５
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
、
わ
ず
か
１
票

差
で
可
決
さ
れ
た
。討
論
で
は
、

賛
成
の
意
見
を
言
っ
た
方
が
３

人
。
反
対
を
表
明
し
た
７
人
の

方
全
員
が
意
見
を
言
っ
た
。
よ

く
聞
く
と
、
町
長
の
こ
と
を
あ

ま
り
良
く
言
っ
て
い
な
い
け
れ

ど
も
賛
成
し
た
方
。
区
長
会
・

土
木
委
員
会
の
ほ
う
か
ら
請
願

が
出
て
い
る
か
ら
賛
成
す
る
と

言
っ
た
方
も
い
る
。
私
は
、
区

長
や
土
木
委
員
で
強
制
執
行
す

る
よ
う
な
形
で
早
く
や
り
な
さ

い
と
指
示
さ
れ
る
方
は
、
全
員

で
は
な
い
と
思
う
。
執
行
側
が

き
ち
ん
と
し
な
い
か
ら
、
早
く

や
り
な
さ
い
と
お
願
い
を
町
長

に
し
た
。
そ
れ
を
後
ろ
盾
の
よ

う
な
考
え
の
も
と
に
や
っ
て
い

る
と
思
う
。
町
長
は
区
長
や
土

木
委
員
の
出
し
た
そ
の
請
願
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
受
け
止

め
方
を
し
て
い
る
の
か
。

町
道
幹
線

町
道
幹
線
1919
号
に
つ
い
て

号
に
つ
い
て

た
い
。
お
邪
魔
し
た
と
き
本
人

の
考
え
が
強
か
っ
た
の
で
、
や

む
を
得
な
く
取
り
下
げ
た
。

横
山
英
雄
議
員　

相
手
の
方
が

い
な
い
こ
と
を
い
い
こ
と
に
…
。

本
人
は
驚
い
て
い
た
。「
本
当

で
す
か
。
私
は
前
に
断
っ
て
あ

る
。」
と
。
立
派
で
真
面
目
な
方

を
最
後
は
そ
ん
な
ふ
う
に
あ
な

た
は
捨
て
た
。
議
場
で
27
日
に

断
ら
れ
た
と
言
っ
て
い
る
が
、

町
長　

一
日
も
早
く
供
用
が
開

始
で
き
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
が

思
い
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
と

受
け
止
め
て
い
る
。

本
間
恵
治
議
員　

予
算
を
計
上

し
て
と
っ
た
５
０
０
万
円
に
つ

い
て
は
、
区
長
や
土
木
委
員
が

ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
と
思

う
か
。

町
長　

特
に
ご
意
見
を
伺
っ
て

い
な
い
の
で
承
知
を
し
て
い
な

い
。

本
間
恵
治
議
員　

そ
う
い
う
言

い
方
が
人
を
食
う
の
だ
。
ま
だ

聞
い
て
な
い
か
ら
答
え
ら
れ
な

い
な
ど
と
。
あ
な
た
が
ど
う
い

う
ふ
う
に
そ
の
人
た
ち
を
思
っ

て
い
る
か
、
そ
の
思
い
を
聞
き

た
い
。一

日
も
早
い
供
用
を

町
長　

一
日
も
早
い
供
用
が
で

き
る
よ
う
に
と
い
う
思
い
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
る
。

本
間
恵
治
議
員　

強
制
執
行
に

移
る
こ
の
予
算
を
と
っ
た
こ
と
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あ
り
同
感
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

の
事
業
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

こ
と
も
あ
る
が
、
各
地
区
に
民

生
委
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中

心
と
し
て
、
地
域
に
あ
っ
た
名

称
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
こ
の
高
齢
者
対
策
の
中
で

は
重
要
な
位
置
づ
け
と
考
え
る
。

大
野
貞
夫
議
員　

21
年
度
の
介

護
認
定
の
中
で
、
申
請
に
対
し

て
要
支
援
１
と
２
、
要
介
護
１

程
度
の
人
が
約
４
１
０
人
。
半

数
に
近
い
人
た
ち
が
こ
の
レ
ベ

ル
で
あ
る
。こ
う
い
う
施
設
が
、

中
野
・
長
柄
・
高
島
に
あ
る
と

す
れ
ば
、
十
分
楽
し
く
一
日
を

過
ご
す
、
こ
の
よ
う
な
場
に
な

る
。
病
気
に
な
ら
な
い
で
、
元

気
に
毎
日
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
、
ひ
い
て
は
、
医
療
費
の
抑

制
に
も
つ
な
が
る
。
私
は
、
い

つ
も
提
案
と
い
う
形
で
質
問
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ぜ
ひ

具
体
的
な
考
え
を
早
急
に
持
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
う
が
、
町

長
の
考
え
は
。

町
長　

大
変
貴
重
な
提
案
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
た
い
。
こ
れ

か
ら
の
事
業
に
生
か
し
て
い
き

た
い
。
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
う
。

分
に
な
れ
ば
、
そ
う
い
っ
た
手

法
も
考
え
ら
れ
る
。

本
間
恵
治
議
員　

今
ま
で
道
路

を
拡
げ
る
た
め
に
、
協
力
し
て

い
た
だ
い
た
人
た
ち
の
厚
意
を

無
に
す
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

今
後
も
、
お
金
を
使
わ
な
く
て

も
済
む
努
力
を
続
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
が
。

町
長　

補
正
予
算
５
０
０
万
円

に
つ
い
て
の
可
決
を
重
く
受
け

止
め
て
い
き
、
地
権
者
の
方
に

は
円
満
な
解
決
が
図
れ
る
よ
う

に
今
後
も
努
力
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
一
般
質
問

◎
説
明
責
任
に
つ
い
て

◎
人
事
異
動
に
つ
い
て

◎
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

大
野
貞
夫
議
員　

町
の
老
人
福

祉
に
つ
い
て
の
現
状
、
将
来
の

展
望
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

元
気
に
健
康
で

町
長　

今
、
町
の
高
齢
者
人
口

の
割
合
は
、
20
・
79
％
で
、
大

変
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
・
人
生
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
は
、

重
要
な
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

町
は
高
齢
者
の
保
健
福
祉
計
画
、

介
護
保
険
の
事
業
計
画
に
基
づ

い
て
進
め
て
い
る
。
元
気
に
健

康
で
生
活
で
き
る
と
い
う
こ
と

が
大
切
と
思
っ
て
い
る
。

大
野
貞
夫
議
員　

65
歳
か
ら
74

歳
の
第
一
号
被
保
険
者
と
75
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
は
、
総
人

口
の
５
人
に
１
人
強
の
人
員
構

成
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
た
め
に
使
わ
れ
る
保
険
給

付
費
は
、
21
年
度
の
決
算
額
で

14
億
の
金
が
使
わ
れ
て
い
る
。

現
実
に
は
い
た
し
方
の
な
い
と

町
の
老
人
福
祉
問
題
に
つ
い
て

町
の
老
人
福
祉
問
題
に
つ
い
て

こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、

こ
の
町
で
本
当
に
生
き
生
き
と

自
力
で
生
き
て
い
く
、
そ
の
た

め
の
環
境
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

そ
う
い
う
点
で
は
、
地

域
包
括
セ
ン
タ
ー
の
み
だ
け
で

は
フ
ォ
ロ
ー
で
き
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
で

の
高
齢
者
の
事
業
、
ま
た
、
保

険
年
金
課
と
も
一
体
と
な
っ
た

形
で
の
支
援
が
大
切
と
思
っ
て

い
る
。

大
野
貞
夫
議
員　

一
つ
こ
こ
で

取
り
上
げ
た
い
の
は
、
生
き
が

い
活
動
支
援
通
所
事
業
「
よ
っ
て

い
が
っ
せ
」。
私
は
こ
れ
か
ら
の

町
の
老
人
福
祉
を
考
え
る
場
合

に
、
こ
の
「
よ
っ
て
い
が
っ
せ
」

は
大
変
素
晴
ら
し
い
活
動
を
し

て
い
る
と
思
う
。
と
同
時
に
、

将
来
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
各
行

政
区
に
一
カ
所
位
あ
れ
ば
理
想

だ
が
、
せ
め
て
中
野
・
長
柄
・

高
島
地
区
に
一
カ
所
位
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
お
年
寄
り
が
病

気
に
な
ら
な
い
で
、
元
気
に
毎

日
が
送
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
が
必
要
と
思
う
が
。

町
長　

大
変
重
要
な
こ
と
で
も

小
島
幸
典
議
員　

町
の
教
育
委

員
は
現
在
４
人
で
あ
り
、
昨
年

９
月
よ
り
教
育
長
が
欠
員
に

な
っ
て
い
る
。
地
方
教
育
行
政

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
中
、
第
２
章
第
１
節
教
育
委

員
会
の
設
置
、
委
員
及
び
会
議

の
第
３
条（
組
織
）
に
、「
教
育

委
員
は
５
人
の
委
員
を
も
っ
て

組
織
す
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、

第
４
条（
任
命
）
に
は
、「
委
員

は
当
該
地
方
公
共
団
体
の
長
の

教
育
委
員
任
命
に
つ
い
て

教
育
委
員
任
命
に
つ
い
て
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現
時
点
で
は
公
募
制
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。

小
島
幸
典
議
員　

も
う
一
度
聞

く
が
、
こ
れ
か
ら
教
育
委
員
の

選
定
は
ど
う
考
え
る
。

早
期
補
充
を

町
長　

一
日
も
早
く
欠
員
の
補

充
を
し
た
い
。

小
島
幸
典
議
員　

一
日
も
早
く

な
ら
広
報
お
う
ら
で
公
募
し
た

ら
ど
う
か
。
全
国
公
募
で
は
な

く
、
邑
楽
町
近
在
と
町
の
学
校

に
勤
務
し
た
人
と
か
具
体
的
な

方
法
を
出
さ
な
い
と
選
定
で
き

な
い
。公
募
制
を
お
願
い
す
る
。

町
長　

現
状
で
は
公
募
制
は
考

え
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
一
般
質
問

◎
教
育
長
に
つ
い
て

◎ 

北
部
バ
ス
路
線
の
運
用
改
革

を

被
選
挙
権
を
有
す
る
者
で
、
人

格
が
高
潔
で
、
教
育
、
学
術
及

び
文
化
に
関
し
識
見
を
有
す
る

も
の
の
う
ち
か
ら
、
地
方
公
共

団
体
の
長
が
、
議
会
の
同
意
を

得
て
、
任
命
す
る
」
と
あ
る
。

町
長
は
選
定
基
準
を
ど
う
決
め

て
い
る
か
。

町
長　

人
格
が
高
潔
で
、教
育
、

学
術
及
び
文
化
に
識
見
が
高
い

方
を
基
準
と
考
え
て
い
る
。

小
島
幸
典
議
員　

教
育
委
員
の

地
域
バ
ラ
ン
ス
を
学
校
区
で
み

る
と
、
邑
楽
町
の
４
小
学
校
の

合
計
児
童
数
は
１
５
５
３
人
で

あ
る
が
、
４
６
２
人
の
子
供
の

在
籍
を
誇
る
中
野
小
学
校
区
か

ら
の
任
命
は
な
い
。
町
長
は
こ

の
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

教
育
委
員
は
、
町
全
体

の
教
育
行
政
を
つ
か
さ
ど
る
と

認
識
し
て
い
る
。

小
島
幸
典
議
員　

中
野
小
学
校

区
か
ら
の
教
育
委
員
が
現
在
い

な
い
。
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
町
長

は
ど
う
思
う
か
。

町
長　

過
去
に
は
４
つ
の
小
学

校
区
か
ら
の
人
選
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
い
つ
も
全
学
校
区
か

ら
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
気

持
ち
は
わ
か
る
が
、
幅
広
い
地

域
か
ら
人
選
、
任
命
す
る
こ
と

が
大
切
だ
。

小
島
幸
典
議
員　

そ
う
で
あ
れ

ば
、
公
募
制
に
し
た
ら
よ
い
。

教
育
委
員
の
任
命
は
全
国
か
ら

公
募
で
き
、
今
町
長
が
話
し
た

よ
う
に
、
識
見
と
人
間
と
し
て

最
高
の
精
神
を
町
民
に
わ
か
る

よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
る
大
学

教
授
を
迎
え
る
こ
と
や
、
一
生

懸
命
60
歳
70
歳
ま
で
汗
流
し
て

働
い
た
人
た
ち
が
、
私
が
教
育

委
員
に
な
り
ま
す
と
。
一
つ
の

例
が
君
原
健
二
さ
ん
や
流
行
作

曲
家
も
教
育
委
員
に
選
定
さ
れ

て
い
る
。
公
募
す
れ
ば
必
ず
、

私
が
一
生
懸
命
や
る
と
応
募
し

て
く
る
。
公
募
制
を
ど
う
考
え

る
か
。

町
長　

既
に
公
募
で
実
施
さ
れ
、

採
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
私

自
身
承
知
し
て
い
る
。
公
募
制

に
よ
る
人
選
は
一
つ
の
方
法
で

は
あ
る
。
大
学
の
教
授
や
専
門

的
知
識
を
持
つ
人
が
求
め
ら
れ

る
メ
リ
ッ
ト
は
確
か
に
あ
る
。

し
か
し
、
私
は
町
民
や
地
域
の

こ
と
が
わ
か
る
人
と
い
う
点
を

大
切
に
し
た
い
の
で
、
慎
重
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
よ
っ
て

小
沢
泰
治
議
員　

邑
楽
町
議
会

議
員
選
挙
や
邑
楽
町
長
選
挙
で

立
候
補
者
全
員
が
一
目
瞭
然
に

わ
か
る
、
邑
楽
町
選
挙
管
理
委

員
会
発
行
の
選
挙
公
報（
印
刷

物
）
の
発
行
を
ぜ
ひ
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
①
有
権
者
②

立
候
補
者
③
町
役
場
行
政
④
町

選
挙
管
理
委
員
会
の
立
場
か
ら

に
つ
い
て
、
町
長
と
選
挙
管
理

委
員
会
書
記
長
に
伺
い
た
い
。

有
権
者
の
立
場
か
ら
は
投
票
に

行
く
際
、
立
候
補
者
全
員
の
資

質
・
主
義
主
張
・
経
歴
な
ど
選

挙
公
報
一
枚
で
比
較
し
知
る
こ

と
が
で
き
、
積
極
的
投
票
、
か

候
補
者
が
わ
か
る

候
補
者
が
わ
か
る

選
挙
公
報
の
発
行
に
つ
い
て

選
挙
公
報
の
発
行
に
つ
い
て

つ
長
期
保
存
も
で
き
、
非
常
に

有
効
で
便
利
な
一
枚
だ
と
思
う

が
、
町
長
に
伺
い
た
い
。

町
長　

選
挙
公
報
の
発
行
に
つ

い
て
は
、
公
職
選
挙
法
の
中
で

も
そ
の
発
行
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
有
権
者
の
立
場
で
考
え
れ

ば
、
候
補
者
の
考
え
方
や
意
見

等
々
一
目
瞭
然
に
わ
か
り
、
そ

れ
も
個
々
で
な
く
一
枚
の
選
挙

公
報
と
い
う
こ
と
で
利
点
も
あ

る
。

小
沢
泰
治
議
員　

立
候
補
者
の

立
場
か
ら
は
、
邑
楽
町
約
９
０

０
０
世
帯
、
選
挙
期
間
５
日
間

の
制
限
、
自
分
の
思
い
を
配
る

の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
主

義
主
張
な
ど
町
民
に
価
値
判
断

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
選
挙

公
報
は
非
常
に
素
晴
ら
し
い
。

立
候
補
者
の
立
場
か
ら
も
公
報

の
発
行
を
。

町
長　

候
補
者
の
思
い
が
き
ち

ん
と
有
権
者
の
方
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
条
例
等
の

作
成
は
あ
る
が
、
良
い
こ
と
で

あ
る
。

小
沢
泰
治
議
員　

役
場
行
政
運

営
の
立
場
か
ら
は
、
投
票
率

ア
ッ
プ
が
図
れ
れ
ば
、
２
万
８



11

── 邑楽町議会だより№125──

■８月
18日 全員協議会
22日 おうら祭り
24日 議会運営委員会
25日 群馬県後期高齢者医療広域連合議会定例会
26日 総務･文教常任委員会､ 厚生･環境常任委員会
27日 建設･経済常任委員会､ 全員協議会
30日 全員協議会

■９月
７日～ 17日　９月定例会
  （本会議、議会運営委員会、各常任委員会　　

全員協議会、広報委員会）
22日  戦没者追悼式     

大泉町外二町環境衛生施設組合議会
27日 太田市外三町広域清掃組合議会

■10月
３日 町民体育祭
５日 議会広報委員会編集会議
19日 議会広報委員会校正会議
20日 総務・文教常任委員会、全員協議会
28日 群馬県町村議会議長会議員研修会
29日  邑楽館林医療事務組合議会   

館林地区消防組合議会

議会の動き議会の動き

議会を傍聴しましょう
　次回の定例会は、12月10日から16日を予定し
ています。
　住所・名前・年齢を受付簿に書くだけでどなた
でも傍聴できます。
　役場庁舎１階ロビーのテレビにおいても、本会議の
模様を中継していますので、お気軽にご覧ください。
　議会の会議録（議事等の経過をそのまま記録し
たもの）は、図書館、邑楽町公民館、産業研修会
館（長柄公民館）、勤労青少年ホーム（ヤングプラ
ザ）に置いてあります。また、ホームページにも
会議録全文を掲載していますので、ご覧ください。
　URL http://www.town.ora.gunma.jp/gikai
　詳しくは、議会事務局まで
　☎88－5511（内線300）

０
０
０
町
民
の
中
の
有
権
者
の

よ
り
多
く
の
意
志
が
反
映
さ
れ

た
、
議
員
あ
る
い
は
町
長
に
な

る
。
も
ろ
も
ろ
の
行
事
等
に
つ

い
て
も
自
信
を
持
っ
て
行
政
運

営
執
行
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。

町
長　

意
見
等
が
き
ち
ん
と
見

え
る
よ
う
に
な
り
、
議
員
・
町

長
の
立
場
で
受
け
る
、
行
う
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
み
て
も
、

良
好
な
関
係
が
培
わ
れ
て
い
く

の
か
な
と
思
う
。

小
沢
泰
治
議
員　

選
挙
管
理
委

員
会
の
立
場
か
ら
は
、
短
い
選

挙
期
間（
５
日
間
）で
本
当
に
忙

し
い
作
業
で
あ
る
。
全
戸
に
選

挙
公
報
が
配
布
さ
れ
る
の
で
、

客
観
的
判
断
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。
本
当
に
公
平
・
公
正
・

ク
リ
ー
ン
で
あ
る
。
ウ
ソ
・
で

た
ら
め
が
な
い
。
邑
楽
町
の
現

状
を
み
れ
ば
、
特
に
必
要
な
も

の
と
私
は
判
断
す
る
。
全
町
民

の
関
心
が
高
ま
り
、
選
挙
公
報

の
効
果
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が

あ
る
と
思
う
が
。

必
要
性
は
認
め
た
い

町
長　

発
行
に
つ
い
て
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
の
中
で
の
話
し

合
い
、条
例
は
議
会
で
の
協
議
、

議
決
。
私
と
し
て
は
、
選
挙
公

報
の
発
行
の
必
要
性
は
認
め
た

い
。

小
沢
泰
治
議
員　

選
挙
管
理
委

員
会
書
記
長
の
立
場
か
ら
選
挙

公
報
４
項
目
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長　

投

票
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
の
で

大
変
よ
ろ
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

今
後
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
協

議
を
踏
ま
え
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
技
術
的
な
課
題
は
ク
リ

ア
ー
し
て
い
け
る
と
思
う
。

　小倉修議員の一般質問は、本人の
申し出により掲載されていません。
　広報委員会としては、掲載を強く
要望しています。

一般質問の掲載について



わたしのふるさと

★

■発行　群馬県邑楽町議会　■発行人　議会議長　相場一夫　

■編集　邑楽町議会広報委員会　群馬県邑楽郡邑楽町大字中野2570-1　TEL0276-88-5511（内線300）

《皆様の意見、ご要望など議会広報委員会までお寄せください。点訳版をご希望の方は、ご連絡ください。》
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今
年
の
夏
は
記
録

的
な
猛
暑
が
続
き
、

熱
中
症
に
な
ら
れ
た

方
が
多
か
っ
た
そ
う

で
す
。
秋
の
気
配
が

な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
日
々
で
し

た
が
、
い
つ
の
間
に
か
朝
夕
め
っ
き

り
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

管
内
の
小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
、

保
育
園
の
運
動
会
も
終
わ
り
、
応
援

に
駆
け
つ
け
た
皆
様
も
お
子
さ
ん
や

お
孫
さ
ん
の
活
躍
と
成
長
ぶ
り
に
さ

ぞ
や
驚
き
、
喜
ば
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

町
民
体
育
祭
も
秋
晴
れ
の
中
、
多

く
の
方
々
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
行
政
区
対
抗
で
は
１
組
で
前
谷

東
原
が
初
優
勝
を
果
た
し
、
２
組
で

は
本
郷
江
原
が
７
年
ぶ
り
に
優
勝
旗

を
手
に
し
ま
し
た
。
選
手
・
役
員
の

皆
様
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

町
議
会
に
お
い
て
も
９
月
７
日
か

ら
17
日
ま
で
の
11
日
間
、
熱
い
議
論

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
広
報
委
員
会

で
は
、
議
会
の
様
子
を
正
し
く
お
伝

え
出
来
る
よ
う
に
、
委
員
一
同
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
議
会
だ
よ
り

の
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
（
小
島
陸
夫
記
）

編集
後記

佐 藤 　 孝 恵
（十三坊塚・６区）

　私が生まれた時（昭和19年11月）は戦争のまっただ中で、
後に母親の話によると空襲は私が生まれて３日目だったそう
です。茨城に疎開し、その後母の実家の福島県大塩村にて生
活、終戦となり父親が迎えに来て墨田区下町での生活となり
ました。墨田区は向島区と本所区が一つになって出来た町で、
隅田川堤の「墨堤」の呼び名の「墨」と隅田川の名の「田」か
ら名付けられた区名だそうです。毎年９月中旬には各町内で
お祭りがあり、５年に一回本祭りがあって牛車が出、２日間
かけて全町内を練り歩き、３日目には各町内の50基の「みこ
し」が勢揃いし、芸者さんが先導しそれは見事な祭りです。
そして、毎年７月最後の土曜には有名な「隅田川の花火大会」
があります。現在では、建設中の東京スカイツリーが姿を現

し見学者が大勢こられ賑っているそうです。完成は平成24年とのこと。
　昭和52年、主人の仕事の関係で墨田区から邑楽町に越して来ました。現在は、篠塚駅北の
お好みもんじゃの店で愛称「もんじゃのおばちゃん」で毎日楽しく仕事をしております。東京
スカイツリーが完成したら東武小泉線から乗り継いで出掛け、ぜひ登って見たいと思ってお
ります。

建設中の東京スカイツリー

【東京都墨田区東駒形】


